
クシペニヒノザ，カタワペニヒバ及び、

ペニヒパの雄性生殖器官に就いて

田沢伸雄各

N. TAZAWA: On the male reproductive organs of Ptuota pect伽 αtα

(GUNN.) KJELl.M.， Neoptuotaω'Plenio曲ries(TURN.) KYL1N 

and P8Uothallia d加tata(OKAM.) KYLIN 

クジペニヒパ， カタワペニヒパ及びペニヒパは， これまでペニヒパ属

(Ptilota C. AG.)に所属していたが， KYLIN (1956)はカタワペニヒパを Neo-

ptilota属に，ペニヒパを Psilothallia属lζ移している。

従来のペニヒパ属諸種のうち雄性生殖器官が報告されている種類として

次の 3種をあげることが出来る。

i) Ptilota plumosa (L.) AG. 

PHILLIPS， 1897， p. 365. 
ROSENVINGE， 1923-1924， p. 357-358， fig. 292. 

ii) Ptilota pectinata (Gu悶 .)KJELLM.

OKAMURA， 1909， p. 236， pl. 47. 

iii) Neo，ρtilota califor官官ica(RUPR.) KYLIN (Ptilota califo仰ticaRUPR.) 

CRAMER， 1863， p. 51. (Pterota californica) 

これら 3種の雄生性殖器官についての記載は極めて簡単であるが，いずれも

羽枝或いは小羽枝の縁辺或いは頂端部lζ多数集って形成される。

筆者は従来ペニヒパ属l乙所属していた 3種，即ちク νペニヒパ (Ptilota

ρ'ectinata (GUNN.) KJELLM.)，カタワペニヒパ (Neo.ρtilotaasρ'lenioides (Tu悶.)
KYLIN)及びベニヒパ (Psilothalliadentata (OKAM.) KYLIN)の雄性生殖器

官を観察したが，これらの種類は各々独特な雄性生殖器官を形成しているの

で，種或いは属のー特徴となり得るのではなL、かと思われる.

この研究を為すに当り，終始御懇篤なる御指導を賜った思師山田幸男教

授に謹んで感謝の;意を表する。

1. ク4ノペニヒパ Ptilota tectinata (GUNN.) KJELLM. 

本種の雄性体は小樽(北海道， 1954年5月)及び尻岸内(北海道・渡島，

骨北海道大学理学部植物学教室
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70 藻類第6巻 第2号昭和 33年9月

1954年 4月)で多数採集した。

本種は雌雄異株で，成熟した雄性体は主校の両縁lζ黄白色の小塊が見ら

れるので(第 1図L肉眼でも簡単lζ雌性体及び四分胞子体と区別される。

雄性生殖器官は一般に小さな複性羽校 (compoundpinna)の側枝に密に

形成されるが(第2図，第3図)，また単性羽校 (simplepinna)の鋸歯にも形

成される(第 4図L複性羽枝lと生ずる steriIeな側枝は広い基部を有し，披針

状であるが， fertiIeな側校は伸長し，下部では分岐しないが，上部では一平

面上で羽状lと分岐している。 これは単性羽校lと生じた fertiIeな側枝に於い

ても全く同じである(第3図，第4図，第 5図)。充分に成熟したー側枝をー

精子器群 (spermatangiaIcluster)と見なすと， 仮!J校の中軸は精子器群の主

軸，また側枝の下部の分岐しない部分は精子器群の柄と見ることが出来る

{第3図L

精子器群の主軸の各細胞は，その左右lζ単一な，或いは分岐した第二位

の中軸を生ずる(第 4図，第5図Lこの中軸の細胞は更に小型な細胞を多数

形成し， この小細胞が分裂して 2-3個の精子母細胞を生ずる。精子母細胞

を分裂する小細胞は steriIeな側枝の皮層細胞と homologousである。 精子

器鮮の主軸及び第二位の中軸の細胞や精子母細胞を生ずる小細胞には色素体

が含まれている。 ROSENVINGE は Pti/otaρlumosaの精子母細胞の記載に

“seem to contain chromatophores" (1923-1924， p.358)と記しているが，筆

者の観察した P.μctinataでは精子母細胞に色素体は認められない。

精子襲 (spermatangium)は精子母細胞に生じた細胞質の豊富な突起が

環状にくびれて分裂したものである(第6図)。精子襲は直径約6μ の球状で，

各精子母細胞より 2-3個生ずる。成熟した精子襲は頂端が破れ， ここから

精子を放出する。屡々空の精子嚢や，空の精子誕の部分lζ再び精子母細胞か

ら突起が生じ，第二次の精子饗を形成するのを認めることが出来る(第7図L

2. カタワペニヒパ Neoρtilota asplenioides (Tu悶.)KYLIN 

(syn. Ptilota asplenioides (Tu町.)C. AG.) 

本種の雄性体は納紗布岬(北海道・根室， 1955年 7月)，落石岬(北海道・

根室， 1956 年 7 月)及び厚岸(北海道・~I\路， 1956 年 7 月)で打揚げ品より十

数個体を得た。

本種は雌雄異株で雄性体は単性羽校，或いは複性羽校Iζ淡黄紅色の部分

が見られるが， その他の点では steriIeな個体と肉眼で識別することは困難
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である (第 8図L

雄性生殖器官は単性羽校或いは複性羽校の両面を被う精子器群 (sperma-

tamgial sorus)を構成している。 精子器黙を生じた羽校は次の点で sterile

な羽校と明らかに区別出来る。 i).fertileな羽校は淡黄紅色を呈している。 ii)

fertileな羽校は sterileな羽校よりも一般に大形である。これは単性羽校で

特lζ著しい。 iii).f巴rtileな羽校の表面及び断面を検鏡すると， 最外層の細胞

(精子韮:または精子母細胞)は sterileな羽校の表皮細胞よりもノj、さく(第 9図，

第 10図)，且つ，色素体を含まない。 更に，処々 lζ細胞l院のみで内容物のな

8 

11 

第 8図~第 12図 カタワベニヒパ NeopWotααsplenioides(TORN.) KYLIN 

第 8図縦性体 X2/5

第 9図 精子総苦手を生じた単位羽校の皮厨部，横断商 X516 

第 10図 steril巴な単位羽伎のi支府部，横断面 X516 

9 

第11図~策 12図 精子機訴を生じた単位~J ;伎の皮間部， 精子裂の形

l成過程を示す X1690 
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第四図~第 ~2 図
ベニヒパ PsiZothαlliadentαtα 

(OKI-¥M.) KYLlN 
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第 141刈 単位羽伎のl版より絞性羽
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い細胞(精子を放出した空の精子嚢)が見られる(第9図，第四図)。

精子母細胞は単位羽校或いは複性羽校の表皮細胞から 2-3個形成され

る(第 11図L精子母細胞を形成する細胞には色素体が認められるが，精子母

細胞は無色である。精子誕の形成方法，及び精子放出後の空の精子翼の部分

lと第二次の精子謹を形成することとは Ptilotaμctinataと全く同様である

(第11図，第四図Lただ成熟した精子襲は 4-5x6-8μ の楕円状である。

3. ペニヒパ Psilothallia dentata(OKAM.) KYLIN 
(syn. Ptilota dentata OKAM.) 

本種の雄性体は大洗(茨城県， 1955年 4月)及び大原(千葉県， 1955年 5

月)で数個体を打揚げ品より得た。

本種は雌雄異株で，成熟した堆性体は規則正しく互生せる単性羽枝の肢

に黄白色の小塊が見られるので，雌性体及び四分胞子体と区別できる(第 13

図)。

本種では sterileな個体lζ複性羽枝を認めることが出来ず， fertileな個

体にのみ複性羽枝を生ずる.雄性生殖器官は単性羽校の版より生じた小さな

複性羽校の側枝にのみ形成され(第 14図，第 15図)， 単性羽枝に生ずること

はない。しかも雄性生殖器官を生ずる複性羽枝は単性羽枝の肢より 1枝のみ

生ずることはなく少なくとも 2-3校形成される。本穫も Ptilotapectinata 

と同様に複性羽校l乙生じた側校を精子器群と見なすことができ，仮IJ枝の中軸

が精子器群の主軸となる(第 15図，第 16図L しかし一般に第二位の中軸を

生ぜず，主軸の各細胞より四方に精子母細胞を分裂する小細胞が形成され

{この小細胞は似IJ枝の皮層細胞となるべきものである。第 17図，第四図)，ま

た精子器群は無柄である。この点で Ptilotaρectinataと異なっている。しか

し，稀に精子器訴に第二位の中輸を不規則l乙生ずる場合もある。一般に複性

羽校は内方l乙屈曲しており，複性羽校の外側lこ生じた精子器群は内側!と生じ

たものよりも良く発達していることも本種の特徴である(第 15図，第 16図L

本種も Ptilotapectinataと同様lζ精子器群の主軸の細胞や精子母細胞を分

裂する小細胞は色素体を含んでいるが，精子母細胞には色素体を認めること

が出来ない。

精子襲の形成方法，及び清子放出後の空の精子誕の部分lζ第二次の精子

嚢が生ずることとは Ptilotaρectinataと全く同様である(第 19図~第22図L

fこだ精子製は P.pectinataのそれよりも小さく，直径約4μ の球状である。

- 29ー



74 藻類第6巻第2号 昭 和33年9月

Resume 

The male reproductive organs of Ptilota伊ctil側 ta(GUNN.)区JELLM.，Neo-
ptilotααspl，抑制'des伺叩N.)KYLIN and PBilothaUia dentatα(OKA?ι) KYLIN are 
repre興 n飴dby the peculiar character to the species (following KYLIN's latest 
clo関 jfication，1956). 

i) Ptilota pectωαta (GUNN.) KJELLM. 
The spermatangial clus七ersare usually transformed from the laterals oI 

the small compound pinna (figs. 2， 3)， sometimes also from the serrations of 
the simple pinna (fig. 4). Axes of the seeond degree in the spermatngial 
elust自rare pinnately branched from each segment-eell of main axis (figs. 4， 5). 
The small eells， whieh produee the spermatangial mother-eells， are homologous 
with eortieal eells of the sterile lateral. The spermatangia first appear回

protuberanees， which arise subterminally from di住eren七sidesof the sperma-
旬ngialmother-eell (fig. 6). Subsequently the spermatangium is eu色0宜 byan.
annular ingrowth of the wall. After produetion of the primary spermatan-
gia， the same mother-回 IImay form a seeondary seriωby protuberanees. 
into the empty membranes of the first-formed ones (fig. 7). 

ii) Ne叩tuotααがenio地 8(T叩 N.)KYLIN 
The male reproduetive organ develops in sori on the both surfaees oI 

simple and eompound pinnae (fig. 9). The spermatangial mother-eells arise by 
a division of the eells of the outer eo抗iealband in the simple and eom-
pound pinnae (fig. 11). The spermatangia are formed in the same way as in 
Ptilota pectinatα伯郡・ 11，12).

iii) PsilothaUia dentαta (OKAM.) K YLIN 
The spermatangial elusters are always transformed from也elaterals of 

the eompound pinna (fig.瑚， which is borne in the axi1 of simple pinna (fig. 
14). Eaeh segment-eell of the axis in the spermatangial eluster forms the 
small eells (figs. 17， 18)， wi).ieh are homologous with eortieal eells of the eom-
pound pinna. The small cell produees two 01' three spermatangial mother-
eells. The spermatangia are produced in the same way舗 inPtilota pect伽ata.
(figs. 19， 20， 21， 22). 
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